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みんなで創ろう！地域の宝ブラッシュアップ事業

●検討の元となった双葉郡の現状認識・地域課題●

双葉郡には、震災前から電源立地地域の財源を活用した公的施設等が数多
くあるが、震災後の利用者減少や管理する人手不足などの要因により、魅力
ある誘客・憩いの場として、十分に活かされていないのではないか？



地域の更なる活力アップを図るため、郡内の既存施設の遊休箇所（例：各町村の公園施設や
Ｊヴィレッジ、あぜりあ等のロータリー、施設周辺などの未活用エリア）を「憩いの場」化す
る。場づくりの構想から整備・完成まで、地域外からの新たな視点と地域の特色を融合させた
協働デザインを行う。地域を学び、主体的に検討・作業していく事業プロセスを通じ、参加者
を関係人口化させる。

事業の概要

取組イメージ

みんなで創ろう！地域の宝ブラッシュアップ事業テーマ
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参考事例想定される事業効果（花壇整備の例）

広野町 築地ヶ丘公園 二ツ沼総合公園
折木・目の湯温泉

楢葉町 道の駅ならは Ｊｳﾞｨﾚｯｼﾞ
（ﾛｰﾀﾘｰ、ﾋﾟｯﾁ間、歩道沿いの空地）
天神岬スポーツ公園 笑ふるタウン

富岡町 学びの森 富岡・夜ノ森駅
総合スポーツセンター

川内村 いわなの郷 かわうちの湯 天山文庫
大熊町 大河原地区交流ゾーン 庁舎前広場
双葉町 双葉駅 エフビック
浪江町 いこいの村なみえ 道の駅なみえ

請戸小学校
葛尾村 あぜりあ せせらぎ荘 大尽屋敷跡

○富山県舟橋村 「園むすびプロジェクト」
URL：http://enmusubi-funahashi.com/

○長野県高森町 「段丘林プロジェクト」
URL：https://www.town.nagano-

takamori.lg.jp/soshiki/4384.html

○大阪府 「泉佐野丘陵公園ｼﾅﾘｵ型公園づくり」
URL：http://izumisano-kyuryo.jp/

○岩手県釜石市 「創作農家こすもす」
URL：http://www.sousakunoukacosmos.net

/index.html

事業展開想定施設
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①歴史を知る
②みらいを描く
③みんなで決める

憩いの場
地域の宝

ブラッシュアップ

造園業者、DIYの匠、JA
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②解体工事で発生した

廃材の活用
③事業PR

今年はどの花
を植えようか

夏は納涼ｲﾍﾞﾝﾄ
冬は餅つき

※①日常の管理は既存施設の管理者が行うが、隊員も管理や手入れに
積極的に関与し、WIN-WINの関係に。

②芽が出た、花が咲いた等の現状をその都度SNS等で隊員に情報提供。
③隊員はＷＳでの話し合いの場や種まき等の作業、収穫体験等の状況

をＳＮＳ等で拡散する。
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事業開始年度の事業展開イメージ（花壇整備の例）

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

※花の種類に応じて植栽、バリエーションを増していく。

　【予算項目】 　【広報手段の例】 　【ワークショップ（6月）での検討内容の例】

　○広報費 　○各種ファンクラブ会員への案内 　○どんな花壇にするか

　○旅費（参加者への補助） 　○ＨＰやＳＮＳ等での情報発信 　　コンセプト、区画デザイン、花の種類（区切れのない花種選定）

　　遠隔地からの参加者へ１回5,000円など　 　○関係人口ＰＲプラットホームの活用 　○周辺整備（ベンチの設置、看板、花壇イラスト図等）について

　○報償費（造園業者等の作業補助者） 　　ソトコト、Turns、ココロココ、YOITOKO等 　○活動内容のＰＲ方法（参加者を更に増やす方法）

　○使用料・賃借料 　○雑誌等への広告掲載 　○地域住民を巻き込む方法

　　ＷＳ会場借り上げ等 　○首都圏等でのイベント出展 　【地域を巻き込んだ小規模イベントの例】

　○各種花の種、苗木等購入費 　○地域情報紙への広告依頼 　○写真撮影会（写真家による指導）

　○雑費 　○ベンチ、案内看板作成会

　　交流会開催経費等 　○花を見ながら芋煮会、バーベキュー

　○フリーマーケット
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花壇整備以外の事業例

島根県邑南町
「おおなんDIY木の学校」
https://npo-hasumi.org/school-of-wood/

地域の課題となっている空き家の再生の現場を学校
の教室と見立て、地域にある資源を活かした「田舎リ
ノベ」の技能習得に加え、参加者がサステナブルな地
域づくりに貢献する事業。

主に、以下の３つを習得可能。

①ＤＩＹリノベ技能
民間資格「ＤＩＹマイスター」の取得

②古民家再生手法体験
ＷＳ等を通じた地域課題解決の実践方法

③仲間づくり
リノベ型ＤＩＹ物件に滞在し、仲間と共に過ごす

愛知県岡崎市
「里山×自転車による地域づくりプロジェクト」
https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_detail/r02_19_okazak

ishi.html
「自転車」をキーワードに、地域とサイクリストをつなぎ合わせ、

里山の新たな魅力・地域づくりを行う。主に以下の３つの取組によ
り参加者の関係人口化を図る。

①道路や遊歩道の清掃活動の実施
観光名所の遊歩道をきれいにしてもらうことで里山を保全し、
また地域の方との関わりを深める。

②林道を活用したマウンテンバイクコースづくり
参加者と地域が協働で楽しみながらマウンテンバイクコースを
考案。参加者には地域の住民と関わりながら、山村地域の自然
環境の良さや林業の魅力を知ってもらう。

③サイクルイベントの実施
②のコースを利用して、初心者でも楽しめる体験型アクティビ
ティを実施。サイクリストだけではなく、子供連れの家族など幅
広く対象とする。自然や地元の食など、地域の魅力をより多くの
人に体感してもらうことで、地域のファンや新たに活動に参加し
てくれる人を増やす。



「コト返礼」によるふるさと納税者レベルアップ事業

●検討の元となった双葉郡の現状認識・地域課題●

双葉郡の町村では、それぞれふるさと納税寄付者に対して工夫を凝らした返礼品
（電気・米.etc）を送る取組を進めているが、すべて「モノ」の返礼であり、他地
域で見られるような「コト」（体験）の返礼は見当たらない。
元々被災地の復興を後押ししたいという気持ちを併せ持つ寄付者に対して、新たに
「コト」（体験）の返礼を提供できれば、更なる交流に繋がるのではないか？



既に関係人口と言える寄付者を更に一歩進んだ地域のリピーター・担い手へステップアップ
させるため、ふるさと納税寄付制度の返礼について、従来のラインナップに加え、体験型返礼
品（コト返礼）を導入する。実際に寄付先の地域へ足を運んでもらい、その地域でしか経験で
きないローカルカラー溢れる体験をしてもらうことにより、魅力の再発見や地域愛の深化につ
なげるほか、滞在による地域経済活性化等、様々な波及効果が期待できる。

事業の概要

取組イメージ

「コト返礼」によるふるさと納税者レベルアップ事業テーマ
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事 業 難 易 度
予 算 規 模

★★★☆☆
★★★☆☆

小 大

モノ返礼
事業

（従来型）

訪問

関係
深化

コト返礼
事業

関係性が
持続

コ

ト

返

礼

地

域

独

自

の

体

験

満天の
星空

郷土
料理

復興

祭りの
担い手

農家
民泊

昔の
遊び

寄付者と地域の
新たな繋がり

自治体の実情に応じた
継続的な取組
・産直定期便
・通年訪問型の

体験（農・漁業）等

地域の当たり前
は都会の驚き

地域

ふ

る

さ

と

納

税

寄

付

者

モ

ノ

返

礼

地

域

の

特

産

品

等

地域

関係性は
一時的

モノの
やり取り

第一のきっかけ 第二のきっかけ

ステップ
アップ

寄付者と地域
がWIN-WINの
関係に

第一の
きっかけ

第二の
きっかけ

関係の
深化

関わりの段階を踏まえ
た取組の提供により、
関係性がレベルアップ



全国各地の「コト返礼」事例

【三重県尾鷲市】
「地魚サバキ体験付漁村暮らし体験」
・1泊2日40,000円（ペア）
・キーワード：「魚がさばけるって

ちょっとかっこいい」
・漁村の宿を拠点に魚の捌き体験や

ダイビング等体験可能。

【群馬県前橋市】
「上毛電鉄 ﾃﾞｷ3021 運転体験」
・1日60,000円（ペア）
・上毛電気鉄道にて実施している

「運転体験ツアー」参加
・1人2往復（片道約120ｍ）運転
・講習や体験後の修了証授与あり

【福島県二本松市】
「エビスサーキット ﾄﾞﾘﾌﾄﾀｸｼｰ体験」

・1日100,000円（最大3名）
・エビスサーキットにある大小様々

なコースを約1時間かけてめぐる。
・今までになかった新感覚の

アクティビティ。

【和歌山県有田市】
「無人島（地ノ島）BBQ × キャンプ」

・1泊2日110,000円（4名）
・絶景が広がる無人島でBBQ、

キャンプ、マリンスポーツ体験
・事務局でキャンプセットを準備し

ており、気軽に自然体験可能。

【鹿児島県湧水町】
「グリーンツーリズム体験農家民宿」
・1泊2日50,000円（ペア）
・緑に囲まれたのどかな農家で、四

季を感じる宿泊体験
・ブルーベリー狩りやジャム作り、

ピザ焼き体験、そば打ち体験など
が可能。

【福島県福島市】
「古民家で織る 世界で一枚、自分

だけの『絹ストール』」
・2泊3日160,000円
・緑に囲まれた静かな古民家で日々

のストレスを忘れ制作に没頭。
・近隣の飯坂温泉入浴や食事も含まれる。

1日目：つむぎ糸の草木染め
2日目：織物 3日目：織物完成



データの有効活用事例 三重県 伊賀市「伊賀衆制度」

ステップ1

ステップ2

今後の展開：関係人口予備軍データの有効活用について

ふるさと納税寄付者情報に限らず、地域と既に接点を持つヒトの情報（イベント参加者、ファンクラブ会員等）は各所に点在している。
その情報が関係人口拡大施策と紐づけされ、効果的な提案がなされれば、より多くの関係人口獲得が可能。

生涯
学習課
(ﾃﾞｰﾀＥ)

教育
総務課
(ﾃﾞｰﾀＣ)

産業
振興課
(ﾃﾞｰﾀＡ)

総務課
(ﾃﾞｰﾀＤ)

企画課
(ﾃﾞｰﾀＢ)

庁内横断的なプロジェクトチームを設置し、関係
人口拡大に活用可能な各課が保有する既存情報
（ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ）の把握や、効果的な発信を行うた
めのルール（相互活用等）作りを行う。

役場 団体 まちづくり
会社 事業者

ふたばﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ活用推進協議会

役場の取組を地域に波及させる推進協議会を設
置。地域全体で関係人口拡大施策を推進するた
めの協力体制を築き、推進の効率化を図る。

役場

プロジェクト
チーム

情報の統一的なルー
ルに基づく相互活用

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｄ



参考事例

・新潟県 長岡市 「長岡ファン拡大事業」
URL：https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_detail/pdf/r01_09_nagaokashi_01.pdf

・福井県 坂井市 「『百口城主』市政参画プロジェクト」
URL：https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/kikaku/shisei/kifu/furusato/hyakkuchijyosyu.html

・三重県 伊賀市 「IGABITO」
URL：https://www.city.iga.lg.jp/0000004730.html

・山梨県 「”REBIRTH!”『ふるさとやまなし』プロジェクト」
URL：https://www.pref.yamanashi.jp/c-jinko/kannkei.html

・鹿児島県 志布志市 「志布志熱上昇プロジェクト」
URL：https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_detail/pdf/r01_11_shibushishi_01.pdf

・新潟県 燕市 「燕(えん)でつながる地域活性化事業」
URL：https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_detail/r01_02_tsubameshi.html

検索



ふ た ば の 感 動 合 宿 支 援 事 業

●検討の元となった双葉郡の現状認識・地域課題●

双葉郡には、Jヴィレッジを始めとするスポーツ・研修施設が数多
くあり、震災前は、温暖な気候を活かし通年で「合宿の里」として
の誘致活動に取り組んできた。
震災後もその環境面での優位性は損なわれておらず、さらに、被災
地としての学び（復興学）を提供するという新たな強みを活かした
誘致活動ができるのではないか？



※合宿は学生に
とって一大ｲﾍﾞﾝﾄ。
合宿自体の支援
に地域資源を加
えることで、合
宿を「人生の特
別な経験」に昇
華。得難い経
験・感動の提供
により関係人口
拡大化につなげ
る。

地域
資源

大学等の各種合宿を誘致するため、まちづくり会社等に合宿ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを配置し、地域資源
（人・自然・社会環境等）を活かしたｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ型の合宿プランを提供し、合宿運営全体をｻﾎﾟｰﾄす
る。合宿希望団体に対し、会場、宿泊先、移動手段の手配等のほか、地域の特色あるﾌﾟﾗﾝ（自然体
験、復興学の提供等）を提供し、合宿参加者に＋αの感動と成長を与え、関係人口へと誘う。

学生は部活動やサークルに所属している場合、年に一度は何らかの合宿を行っているため、それ
らの合宿ニーズを積極的に取り込み地域活性化・関係人口拡大を図る。

事業の概要

取組イメージ

ふたばの感動合宿支援事業テーマ

まちづくり会社等

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

合宿

スポーツ・武道・音楽・
文化・ゼミ等

地域・住民交流
ｽﾎﾟｰﾂ→交流試合

音楽→ｾｯｼｮﾝ

学び（復興学）
ｱｰｶｲﾌﾞ施設訪問
語り部・ＷＳ

自然体験
農業・漁業・ｷｬﾝﾌﾟ

原体験

プラン策定
各種ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

合宿全体の支援

参加

感動
成長

主なターゲット

学生

※高校生、大学生
は全国に約５百万人

・「特別な経験のできる合宿」
を通じ、より愛される地域へ

・「思い出の地」とすることで
将来の関係人口につなげる。合宿×地域資源 ＝ 地域経済活性化

関係人口レベル
事 業 難 易 度
予 算 規 模

★★☆☆☆
★★★★☆
★★★★★

小 大



大

学

等

へ

の

個

別

ｾｰ

ﾙ

ｽ

H
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・

S

N

S

等

補

助

金

等

の

周

知

オ―

ダ―

メ

イ

ド

の

合

宿

プ

ラ

ン

補助金の例
・１人泊あたり3,000円補助（必要に応じて上限設定あり）
・バス代５万円補助
・要件 10名以上参加、２泊以上（地元宿泊施設利用）、

地域交流体験を必須とする 等

A
M

P
M

合宿開始

○

○
体

育

館

練

習

Aホテル

○

○
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▲

▲
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練

習

○

○

体

育

館

▲

▲

高

校

と

試

合

□

□

セ

ン

タ―

練

習

♦

♦

施

設

見

学

復

興

学

W

S

Bホテル Bホテル

□

□

セ

ン

タ―

練

習

□

□

セ

ン

タ―

練

習

合宿終了

移動

移動
地

域

交

流

2日目1日目 3日目 4日目 5日目

予算（案）
・（合宿1回4泊12,000円補助×20名）×20団体/年＝480万円
・バス5万円×20団体/年＝100万円
・合計580万円

Aホテル

合宿コーディネーターが全体支援スポーツ合宿誘致例

募集

＋
応
募
・
希
望
の
調
整

プランの
提案



参考事例：高知県黒潮町「砂浜美術館・ sunabiｽﾎﾟｰﾂ」

広野町 Ｊヴィレッジ 二ツ沼総合公園 中央体育館
楢葉町 Ｊヴィレッジ ならはスカイアリーナ

コミュニティセンター
富岡町 総合スポーツセンター 学びの森
川内村 村民体育センター コミュニティセンター
大熊町 住民福祉センター
双葉町 エフ・ビック
浪江町 地域スポーツセンター
葛尾村 健康増進センター

合宿時に使用する主な施設
（文化・体育施設）



参考事例

・株式会社ランブリッジ 「スポーツ合宿ツーリズムコーディネーター育成事業」（ボノ㈱との共同事業）

URL：https://www.runbridge.jp/

検索



ふたばの「キラ人」 オンリーワン魅力発信事業

●検討の元となった双葉郡の現状認識・地域課題●

双葉郡へ都市住民を呼び込む移住促進策を考えたとき、景観・地場産品など一般
的なPRのみでは、風光明媚な全国の有名観光地には勝てないが、震災後、被災地
の復興に向けて様々な活動に取り組む“おもしろ”人材を地域資源としてPRできな
いか？

びと



オンリーワン
の魅力

田舎暮らしに憧れを持つ都市住民（都会暮らしに違和感を抱く人、田舎で今までと違った自分を
発揮したい人）に向けた「田舎暮らし情報マガジン（ＷＥＢ等）」を制作する。都市住民が関わり
たい地域を選択する際に決め手となるのは、「こんな人が住んでいて、こんな仕事をしながら自分
の趣味を活かしてイキイキと暮らしている」というリアルな「生き方・暮らし方」の情報である。

そこで、地域のオンリーワンの魅力を発信するため、そこに暮らす「キラ人」にスポットを当て、
彼らを通じて田舎での潤いや活力ある生活、働き方、地域の歴史や文化等を紹介する。

事業の概要

取組イメージ

ふたばの「キラ人」オンリーワン魅力発信事業テーマ

★★★☆☆
★★★★☆

関係人口レベル
事 業 難 易 度
予 算 規 模

小 大

キラ人
たち

田

舎

に

憧

れ

を

抱

く

都

市

住

民

キラ人を
軸に発信

ワーク
スタイル

趣味

歴史
文化

つな
がり

役場 まちづくり会社 有志 等
地域の「キラ人」を発見・編集

「キラ人」が輝いている背景の深堀り（豊かな地
域資源の存在、活力ある暮らしぶり、様々な関わ
りやきっかけ、自慢、失敗談など）により、都市
部と地域をつなぐ関係案内ツールとして活用する。

・関わり方への
不安の解消

・働き方、暮ら
し方の見直し
へのヒント

※写真はイメージ
福島県地域振興課

HPより転用

移住や就労
の検討

新たな出会い
への期待

びと



キラ人紹介例１：（キラ人のある１週間を紹介【WEBデザイナー編】）

月 火 水 木 金 土 日

AM

PM 近隣の温泉で

リフレッシュ

趣味の時間
地域交流

バレーボール
趣味の時間

地域交流

有志による

イベント企画

地域交流

バレーボール

イベント

開催準備

日課のランニング

仕事 仕事 仕事 仕事
浜通りを

ドライブ
イベント運営

イベント撤収

反省会

（BBQ）

東京出張

仕事は基本的に
在宅ワーク。全国
の取引先とオンラ
インで打合せを
行ったり、WEB設
計業務を精力的に
こなします。

週に1度の東京
出張。最先端の
空気に触れつつ、
新規開拓プレゼ
ンや既存取引先
をフォローして
います。

地域のバレー
ボールサークル
に所属し、週に
２回参加してい
ます。大会や懇
親会なども毎回
大盛り上がり。

日々の疲れは飲
み会で発散！気
心の知れた仲間
と地域・将来の
ことについて語
り合います。

この日は地域
有志によるマ
ルシェを開催。
リピーターも
増えつつあり、
手応えを感じ
ています。

撤収後は協力し
てくれた仲間に
感謝の気持ちを
込めて乾杯！次
の開催に向けて
鋭気を養います。

交
流
の
輪
の
広
が
り

イベント参加地域交流仕 事

仕
事
へ
の
活
力



（写真：自宅脇の畑で作業するAさん）

※写真はイメージ

キラ人紹介例２：（インタビュー形式）

B 本日はよろしくお願いします。
A こちらこそお願いします。
B 月並みですが、○○村に移住したきっかけを教えてください。
A 小学生の頃に、ここで夏休みの自然体験教室があって参加したん
です。生まれは茨城県ですけど、親の仕事の関係でずっと東京にい
たので、田舎は不便なのかなぁ、という何となくのイメージしか
持っていなかったのですが、実際に行ってみたら、滞在先の農家の
じいちゃん・ばあちゃん達が皆とんでもなく優しくて、自分の孫み
たいに接してくれて。

そして、夜に天体観測をした時に見た満天の星空に衝撃を受けま
した。東京では決して体感できない大自然やそこで暮らす人の温か
さに触れたことが、原体験としてずっと心の片隅に残っていました。

その後も東京で生活していたのですが、ある時を境に、このまま
一生都会暮らしを続けてもいいのか、自分のスキルを活かせばどこ
でも仕事ができるんじゃないか、という漠然とした思いを抱えるよ
うになりました。

自問自答を繰り返す中で、ふと○○村の星空やじいちゃんばあ
ちゃんの顔が浮かんできて、ちょっと気分転換がてらに○○村に
行ってみようか、くらいの軽い気持ちで友人と○○村に行ってみた
ら、子供の頃に体験したあの風景が変わらず残っていたんです。

そこからは一気に○○村の魅力にのめりこんでしまい、何かと理
由をつけて地域の田植えやお祭りに参加するようになり、最終的に
は移住を真剣に考えるようになって今に至ります。
B 東京での暮らしをやめて移住するとなると、いろいろな準備が必
要になるかと思います。その中で特に苦労したことや印象に残った
ことがあれば教えて下さい。
A 自分の場合はパソコンとネット環境があればそこそこ仕事ができ
たので、環境が変わってもそれなりに食べていけるだろうという感
覚は持っていました。また、地方部ではWEB関連産業と既存産業の
マッチングがまだ不十分であり、自分のスキルが地域をもっと豊か
にできるんじゃないか、地域にこそビジネスチャンスがあるのでは
ないか、と感じていたことも自分の移住決断のハードルを下げてく
れていたのだと思います。

今回ご紹介するのは○○村△△でＷＥＢデザイン業を
営むＡさん（32）。茨城県出身で、もともとは東京で
サラリーマン生活をしていましたが、都会での窮屈な
生活を変えたいと一念発起。学生時代に○○村で自然
体験をしたことが強く印象に残っており、少しずつ
○○村との関わりを深めていきました。そして、3年前
に○○村へ移住し、前職のWEBデザインスキルを活か
した事業を開業。私生活では、田舎暮らしの実体験を
SNSで発信する傍ら、田舎ならではのスローライフ生
活に凝り始め、昨年からは近所の皆さんからの協力の
もと★★★栽培を始めています。そんなAさんに、○○
村での生活やご自身の変化、その他諸々気になること
について編集部のBが伺いました。

（取材日：2020年11月）

※以下、現在の暮らしについてや失敗談、地域自慢、趣味について、
写真を織り交ぜながらインタビュー記事を掲載。

対談形式により、臨場感や話
し手の個性も表現



参考事例

・大熊町 「おおくまの宝」
URL：http://okuma-machizukuri.blogspot.com/2020/04/41.html

・滋賀県 長浜市 「湖北の暮らし案内所 どんどん」
URL：http://dondonbashi.com/

・岐阜県 各務ヶ原市 「かがみがはら暮らし委員会」
URL：https://kakamigaharakurashi.com/

・島根県 海土町 「ないものはないラボ」
URL：https://naimonohanai.net/

・長野県 塩尻市 「塩尻耕人」
URL：http://www.shiojiri-koujin.jp/

・香川県 ㈱オフィスブランシアン 「ガーカガワ」
URL：https://pugkko.com/

・㈱イーアイデム 「ジモコロ」
URL：https://www.e-aidem.com/ch/jimocoro/

検索



沸き上がれ地域愛！つながるアイディア甲子園事業

●検討の元となった双葉郡の現状認識・地域課題●

双葉郡では、震災後、若年人口の減少が進んでいるが、全国的には社会貢献
意識の高い若者は多く、被災地への関心も高い。

そうした若者たちと被災地の復興を始めとする地域課題について共に考える
機会があれば、若者・地元住民双方にとって良い刺激になるのではないか？



地域づくりに関心のある大学生・高校生を対象に、ﾁｰﾑ単位（学校対抗）で地域活性化のｱｲ
ﾃﾞｨｱを発表し競い合うイベントを開催する。「現地視察＝ｷｬﾝﾌﾟ」「学生を支援する役場職員
＝ﾏﾈｰｼﾞｬｰ」「ｱｲﾃﾞｨｱの発表＝攻撃」「他校からの質問ﾀｲﾑ＝守り」等、様々な野球要素を取り
入れ、関係者全員がゆるく楽しめる「甲子園」を通じ、若者の多様な視点での地域おこしﾌﾟﾗﾝ
の発掘とともに、若者が事業実施を通じて地域に愛着を持ち関係人口化を促すことを事業目的
とする。優勝校を表彰するほか、優秀施策については自治体事業も視野に検討を行う。

事業の概要

取組イメージ

沸き上がれ地域愛！つながるアイディア甲子園事業テーマ

事務局
役場

まちづくり

会社 等

全国の若者
大学生・高校生

地 域
地域住民
団体 等

○将来世代である若
者たちの感性と発想
力で地域課題解決に
向けたｱｲﾃﾞｨｱが誕生

○地域の魅力の再確認

ないものねだり
↓

あるもの活かし参加

若者たちが地域課題の解決に向け検討を進める過程で関係人口化

事前説明会(首都圏等で開催)
※ｵﾝﾗｲﾝでの開催やSNSも検討

つながる
ｱｲﾃﾞｨｱ甲子園
（地元開催）

募
集

交
流

協調

発表・質問・審査

★★★ ☆
★★★★★
★★★★☆

関係人口レベル
事 業 難 易 度
予 算 規 模

小 大

期待できる
効果

チーム内検討
※校内でのＷＳや甲子園前の

マネージャー、コーチ等との
打合せ

現地視察
※夏休み等を活用し、1泊2日の

現地キャンプ（ﾏﾈｰｼﾞｬｰ等が支援）



全体のイメージ

京都府福知山公立大学
「田舎力甲子園」

農水省 「聞き書き甲子園」
愛媛県 「行革甲子園」
いわき市「フラｶﾞｰﾙｽﾞ甲子園」

参考：○○甲子園

マネージャー
役場職員等

チーム
学生、若者

コーチ
役場課長等

支
援

指
導

沸き上がれ地域愛！
つながるｱｲﾃﾞｨｱ

甲子園

応援・後援
地域の皆さん

結果

審判（審査）
有識者等

地域の実情に応じた
斬新なアイディアの

誕生
↓

地域活性化

ﾁｰﾑの伴奏支援を通じた

若手職員の資質向上も
期待できる

色んなことが分かっ
てきた、地域に関わ

るのは楽しい！

検討の方向性等
サポート

テーマは
復興？

甲乙つけ難い
素晴らしい
内容だ！

応援は？
吹奏楽？

ﾁｱ？

毎年開催
優勝旗の

作成

現地視察
ﾌﾟﾚｾﾞﾝ検討

入場行進や
選手宣誓も
できそう

期間は
夏休み？それ
とも通年？

イベントを盛り上げる
アイディア

始球式や
ウグイス嬢

も？

交
流

ヒーローインタビュー
もあったら面白い



事前説明会・現地視察・全体スケジュールについて

１　事前説明会

　　首都圏で開催（学生が参加しやすいよう土日に設定、遠隔地等に配慮したオンラインでの開催、SNSでの周知等、時勢に合わせたPRを行う）

（１）オープニング （３）支援内容の説明（旅費支給）

　　○主催者あいさつ 　　　旅費規程等に基づき定額支給する。※あくまでも一例（予算による）

　　○開催自治体の紹介（イメージビデオ上映＋復興状況等のプレゼン） 　　○現地視察にかかる旅費（１泊２日）

　　○甲子園参加にかかる旅費（１泊２日）

（２）開催概要説明

　　○大会趣旨・全体スケジュール等 （４）その他

　　○チーム人数：３～５名（同一校２チームまでエントリー可） 　　○甲子園開催の前に、マネージャー等（役場職員）との打合せが可能。

　　○募集チーム数：９チーム（原則エントリー順、定員となったら締め切る） 　　○甲子園の様子はビデオ撮影し、後日ＨＰにアップすること。

　　○参加条件 　　○特定のチームに密着し、メイキング動画を作成することもあり。

　　　・全てのイベントに参加可能であること。等

　　○甲子園で競うテーマの設定

　　　自治体としてどんなアイディアを求めているのか、実情に応じて適切に設定することが重要。

　　　※特定課題を明確にして企画を募る方が取り組みやすい（○○町を△△の日本一のまちにする。等）

　　　※白紙の状態から企画を募る（観光施策、移住定住策、福祉政策・・・何でもあり、参加者の自由な着想に任せる）

２　現地視察

　　テーマに沿った自治体の現状と課題が理解できるような内容とする。（単なる拠点施設巡りとならないよう注意）

　　　○マネージャー役の役場職員が全行程をコーディネートする。 　　　○地元で活躍するキーパーソンからの案内する。

　　　○できるだけ少人数での視察となるよう配慮する。 　　　○日程の最後に振り返りＷＳを組み込む。

　　　　ex. ９チーム参加⇒１班３チーム合同とし、視察順を変えて実施する。等

３　全体スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　・短期決戦

　・検討期間が短い

　　・検討期間が長い　

　　・２学期に入る（テスト等、学校行事との関係が懸念）　

優秀施策のブラッシュ

アップ・事業化の検討

（必須ではない）

広 報

・

参加校募集

事

前

説

明

会

現

地

視

察

現

地

視

察

甲

子

園

開

催

甲

子

園

開

催

① 夏休み完結型

② ｼﾙﾊﾞｰｳｨｰｸ実施型

事

前

準

備

予算編成・確保

◇甲子園事業継続予算

◇優秀施策にかかる予算

※優秀施策の事業化を

進める場合



つながるアイディア甲子園開催イメージ

２.試合・・・審判→司会
１回の表 A校の攻撃（プレゼン）１回の裏 A校の守備（プレゼンに対する他校からの質問）

２回の表 B校の攻撃（プレゼン）２回の裏 B校の守備（プレゼンに対する他校からの質問）

※プレゼン開始前：出場校マネージャー・コーチからのﾁｰﾑ紹介、激励
※時間の目安：攻撃（プレゼン）の時間は例えば９分間とする。
（３分ごとにアウトランプが１つ点灯、３つ点灯でチェンジ）
※フェアプレーやファインプレーには拍手
※回（表・裏）の終了後、司会から代表選手に苦労した点等のインタビューや

有識者へ感想を聞く。

３.審査・・・有識者＋観客投票

４.結果発表等
・優勝校 準優勝校の発表
・優勝旗の授与

（記念品、号外発行、図書券等も別途用意）
・ヒーローインタビュー
・有識者（審査委員長）による総括コメント

５.閉会

６.交流会

１.開会・・・始球式（首長あいさつ 入場行進も？） 回
は
参
加
校
数
に
よ
る

※写真はイメージ



参考事例

・京都府 福知山公立大学 「田舎力甲子園」
URL：https://www.fukuchiyama.ac.jp/news/11013/

・農林水産省 「聞き書き甲子園」
URL：https://www.kikigaki.net/

・愛媛県 「行革甲子園」
URL：https://www.pref.ehime.jp/h10800/shichoshinko/renkei/gyoukakukoushien.html

・いわき市 ＮＰＯ法人フラガールズ甲子園事務局 「フラガールズ甲子園」
URL：http://www.hula-girls.net/

・愛知県 長久手市 「長久手市学生まちづくり甲子園」
URL：https://www.city.nagakute.lg.jp/keiei/kousienkanran.html

検索


